
日　時：2011年3月14日・15日 場　所：神戸大学・深江キャンパス,４号棟4102教室
言　語：日本語及び英語 参加申込み及びアブストラクト締切：2011年2月14日

主催：固体飛跡検出器研究会（http://www.research.kobe-u.ac.jp/gmsc-iris/sstd_26th/index.html）
共催：応用物理学会放射線分科会、神戸大学大学院海事科学研究科

プロトンや重粒子線の通り道を化学処理によって可視化するユニークな受動型放射線検出器＝固体飛
跡検出器の基礎と応用に関わる最新の研究成果を交換する研究会を神戸大学・深江キャンパスで開催
します。固体飛跡検出器の応用は、宇宙放射線計測や重イオンがん治療に関わる生物細胞実験、高速
中性子線計測、レーザー駆動イオン加速、トラック年代測定、核査察環境試料分析といった広範な分野
に広がっています。一方では、放射線物理や放射線化学の基礎的視点から、種々の物質に高速の荷電
粒子がもたらす効果に関する研究が続けられています。飛跡検出器というひとつの研究手段で結びつい
た、専門分野を異にする様々な研究テーマに取り組んでいる専門家が一堂に会して活発な議論が行わ
れている学際的な研究会です。詳しくは研究会ホームページをご参照ください。
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固体飛跡検出器研究会固体飛跡検出器研究会
20112011年年  33月月14 - 1514 - 15日日　神戸大学・深江キャンパス　神戸大学・深江キャンパス



公  開  講  演 

『『『マママリリリーーー・・・キキキュュュリリリーーーののの考考考えええたたたこここととと』』』   
日時：2011年3月15日13:20~13:50 

場所：神戸大学深江キャンパス４号館4102号教室 

講師：山内知也  神戸大学大学院海事科学研究科教授 

対象：学生、教職員、一般 

 

概要：この講演ではマリー・キュリーが活躍した時代を、エーブ・キュリーやスーザン・

クインによる伝記、あるいはその時代の音楽や後年のハリウッド映画の映像も含めて振り

返りたいと考えています。ポロニウムとラジウムという新しい元素を発見し、事象として、

実体として、科学的概念としての放射能を発見し、核化学という新しい科学領域の創始を

成し遂げた彼女の足跡を、ピエール・キュリーとの共同した仕事や、同時代の女性科学者

との比較を通じて訪ねます。 

  今年 2011 年は、マリー・キュリーが２回目のノーベル賞を受賞して 100 年目です。

ユネスコと国際純正・応用化学連合の呼びかけで、世界各地で「世界化学年2011」を祝

う催しが開催されています。この講演は第２６回固体飛跡検出器研究会の中の公開講演と

して開催されますが、同研究会も「世界化学年2011」の事業に参加しています。 

  広く学生や教職員、一般の方々のご来聴を歓迎します。 

 

 
http://www.research.kobe-u.ac.jp/gmsc-iris/sstd_26th/index.html 
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本号は回体飛跡検出器研究会の特集号とのことであ

るが、道家忠義先生がこの研究会を誕生させるきつか

けとなった国際会議 (1lth lnt conf on SSNTD)が1981

年に英国ブリス トルで開催された年から数えて、今年

で30年の節 目を迎えた。その複雑で細かい経緯につい

ては、研究会が第 10回を迎えた際に、本誌 「放射線」

Vol 19,No 3(1993)上で思い出として語られている。

当時は、極めて優れた特性を有するCR 39プラスチ

ック (最近 は 、物 質名 PADCipoly allyl diglycol

carbonatcを用いる人も多い)の出現により、飛DTr検出

器の応用分野の急激な拡大が見られたときであり、諸

外国では団体飛跡検出器 (Solld State Nuclear Track

Detectori SSNTD)に関する国内集会が活発に行なわれ

ていたことなどを考えると、我が国においても専門分

野や学会の枠を越えて討論する場が必要であつた。

先生は、まず、国内の国体飛跡検出器に関係する研

究者とその数、研究分野と所属学会などを把握するこ

とから始められた。そのために、「放射線J誌 上におい

てアンケー ト調査を行なうとともに各分野の主たる研

究者に問い合わせる方法がとられた。結果、最初の名
｀

簿に名を連ねた研究者は 66名 、専門とする分野は宇宙

線、高エネルギー物理、放射線計測,保 健物理、物理

教育、原子核工学、原子炉 ・核融合工学、核 ・放射線

化学、高分子化学、ラ ドン計測、年代測定、地質学,

放射線基礎医学,画像工学など多岐にわたることが判

明した。このとき配布 された研究者名簿は青焼き複写

されたもの (通称 リコピー)で あり、前出の国際会議

に日本から出席 したのは道家先生と筆者の 2人 だけで

あつたことなどと比べ、インターネットで世界中が瞬

時に繋が り、研究会発足の契機 となつた国際会議 も

Nuclear Tracks in Solidsと名称を変え (今回は 9月

にメキシヨで開催される)、我が国からも多数の研究者

が出席するようになった今を思 うと隔世の感がある。

翌 1982年 春の応用物理学会講演会において回体飛

跡検出器に関するシンポジウムが企画され、その内容

を本誌 「放射線」Vo1 9,No l(1982)で紹介するなどし

て準備が進められた。そして 1983年 4月 、放射線分科

会の後援を受け、第 1回 回体飛跡検出器研究会が開催

された。講演数は 10件 と多くはなかったが、講演内容

は年代損l定,地 震予知のためのラ ドン計担1、核反応研

究,基 礎医学への応用、飛跡の計数法、磁気単極子探

索実験、CR 39プ ラスチックの諸特性などと、意図に

違わず多様なもので、50名近くの参加者は異分野の話
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団体飛跡検出器研究会の歩み

日本大学 小 倉 紘
一

題に興味津々、活発な討論の場 となった。 さらに、研

究会の今後のあり方が話し合われ、この方面のうF究と

技術の交流のために毎年開催する必要があるとの共通

認識のもと、応用物理、物理、化学、原子力学会など

の学会 日程を明んで開催 日時を決定することで、研究

会を継続 していくことになつた。また、研究会で発表

された研究成果の一部を 「放射線」誌に特集 として掲

載 していただき、この分野の最新の動向と成果などを

紹介 していくこととした古爾来、今 日までの回体飛跡

検出器研究会の継続に対して 「放射線J誌 の担った役

割は少なくなく、この場を借 りて感謝 したい。

国体飛跡検出器研究会も今年で 26回 を迎えた。この

間、事務局は早大 (道家)が 6年 、日大 (小令)が 9

年担当したが、第 16回から事務局を阪神に移 し、5年

間を神戸商船大 (小田啓二氏)、近大 (鶴田隆雄氏)に

お願いしたあと、昨年までの 5年 間を放医研 (安円仲

宏氏)、早大 (小平聡氏)と 再び関東勢にご苦労いただ

いた。今までに招いた海外からの講演者は、W Llどe,

S A Dtlrrani】 R Brandt,  E V Benton,  Shi―Ivun CuO,

H A Khanなどの斯界の権威を含め延べ 14名を教える。

我が国の研究機関に滞在中の諸氏以外の招待は早稲田

大学の招聘基金にお世話になつたものである。

第 18回の頃からの話演件数の増加にともない、研究

会は講演要旨集を配布 して 2日 間の日程で行なわれよ

うになつた。また、初 日終了後に懇親会を設定するこ

とで研究者相互の交流促進を図るなど、研究会の運営

も充実 してきている。 さらには、小田啓二氏の発策で

英 文 Abst r a c tを作成 し、 これ を Inte r n a t i o n a l

Nuclear Track Society(INTS)″) NEWSLETTERに送イ寸f

ることで、我が国の国体飛跡検出器に関わる研究の動

向を世界に発信 している。

今年 3月 に神戸大学で開催 された第 26回研究会は、

世話人の山内知也氏の尽力により世界化学年 (マリ
ー`キュリーのノーベル化学賞受賞から100年の祝賀)

の正式事業として行なわれたようである。そのため、

プラグラムの中に「公開講演」の部を設け、一般からの

参加を受け付ける工夫が焼らされた。このように、研

究会が進化 していく姿を知るのは、初期の段階から固

体飛跡検出器研究会に係つてきた身としてとても嬉 し

く、研究会の更なる発展を期待 したい。
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固体飛跡検出器研究会 (神戸大学 2011)の 報告

予定されていた 「第 26回 回体飛跡検出器研究会Jは

東日本大震災の影響を受けて、直接的には東北 ・関東

からの参加が不可能となり、開催そのものを考えなけ

ればならなかった。しか し、既に遠方から神戸まで来

ていただいていた参加者もおられたので、プログラム

を大幅に変更 し 「団体飛跡検出器研究会 (神戸大学

2011)」として 3月 14日 と15日 の両日にわたつて

開催 した。以下にそのプログラムと発表概要、及び、

報告者の概評を記す。

‐ ‐ ‐ ‐ ― (プログラムと発表概要)― ― ― ― ―

セッション1 検 出器応用  (座 長 :三角 尚 治)

(01)C降39を用いた後方散乱粒子による高強度イオン

ビーム簡易診断法

A new simPle diagnosis method for intense lon beaBIl

udlizing back scattered PartiCles,宙th CR 39 detectors

O金 崎真聡 Ⅲ2,山内知也
1,福

田祐仁
2,榊

泰直
2、

堀 利彦
2,反

保元仲
2,倉

島 俊
3,神

谷富裕
3,

｀
        近 藤公伯

2

神戸大学海事科学研究科
1,原

子力機構関西
2,

原子力機構高崎
3

Masato Kanasakll,Tonoya Yamauchr,YuJi Fukllda2,

Hironao Sakak12,Toshihiko Hor12,

Motonobu Talnpo2,satOshi Klrashinla2,Tomihiro Kalmya3,

Kimlnorl Kondo2

Graduate School of Maritime Scicnccs,Kobe Univcrsiけ
1,

JABtt ICANSA12,JAEA―挽頌aSA畑
3

CR-39飛跡検出器を用いた高強度パルスイオンビーム

に対する簡易診断法を開発 した。適切な後方散乱体の

上に設置 した C陣39に対 して、
4He〕イオンを検出関値

を超えるエネルギー25 McV llで照射 し、その裏面に形

成されるエ ッチピッ トを用いて高エネルギーイオン

ビームの診断が可能であることを確認 した。検出器の

裏面に形成されたエッチピットは、その成長挙動を解

析することで、後方散乱によって発生 した粒子による

ものであるとい うことを確認 した。この手法は、レー

ザー駆動粒子線実験のような混成場における高強度

イオンピーム診断への適用が期待される。

山内 知 也 研 究会幹事

神戸大学大学院海事科学研究科

セッション2 検 出器基礎  (座 長 |三角 尚 治)

(02)新しい固体飛跡検出器としてのポリイミド薄膜

Applicabiliけ oFthe polyimide mms as a new SSNTD

material

O海 部俊介
1,森

豊
1,山

内知也
1,小

田啓二 1,

小西輝昭
2,安

田仲宏
2

神戸大学海事科学研究科
1,放

医研
2

Shunstlke Kain】
1,Yutaka Mo五 1,Tomoya Yanauchll,

KcJ1 0da l,Teruaki Konish1 2,Nakahiro Yasuda 2

Graduatc School ofMa五 tinc Scicnces,Kobc Univcsiけ
1,

NIRS2

高い検出閉値を持つ新 しい団体飛跡検出器 としての

可能性を検討するために、耐放射線性に優れるポ リイ

ミド樹脂の放射線影響について調べた。具体的にはポ

リイミド樹脂の薄膜にH,C,Ne,Fe及 びXcイ オンを照

射 し、次亜塩素酸ナ トリウム溶液を用いて化学エンチ

ング処理を行 うことでエッチピッ トの生成を調べた。

その結果、Fe及び Xeイ オンを照射 した薄膜にのみエ

ッチピットの生成が見られ、ポリイ ミド樹脂を用いた

重イオンの弁別が可能であることを発見 した。また、

エッチピットの成長を追跡 し、その感度を評価 した。

FeイオンとX。イオンとで感度の明確な相違が見られ

た。

(03)PET薄膜中重イオン トラックの構造分析

Structural analysis of heavy lon track in Polyethylene

terephthalate rllm

O森 本 彰
1,森

豊 1,山内知也
1,」ヽ

国啓二七イヽ西輝

昭
2,安田仲宏

2

神戸大学海事科学研究科
1,放

医研
2

A  M o‡mo t o l , I  M o i l ,■Ya m a u c h i l , K  O d a l ,

■Konlshi2,N Yasuda2

Graduatc School ofMaritimc Sctcnccs,Kobc Univcrsiけ
1,

NIRS2

PET薄 膜中に生 じた重イオン トラックの構造を、赤外

分光法により調べた。イオン照射による吸光度の低下

を分析することで、代表的な官能基の実効的 トランク

コア半径、損傷密度、放射線化学収率 (G値 )と いつ

た 3種 類の化学的損傷パラメータについて評価 した。

各パ ラメータにはそれぞれ異なる阻止能依存性の傾

向が見られた。特に G値 について、Cイ オンとNeイ

オンの値が低 くなるとい う、他の高分子材料には見 ら
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れない特異な結果が得 られた。 これは、Cイ オンと

Ncイ オンの実効的 トラックコア半径が PET繰 り返 し

構造の長 さ程度であることに起因すると考えられる。

(04)エ ッチ ピツ トの多次元構造解析による飛跡検出

器の応答特性

Response of PADC track deteclors assessed by the

muld―steps etching

O服 部篤人
1〕

森 豊
1,山

内知也 L刀 国ヽ啓二 1

神戸大学
1

Atsuto HattOril,Yutaka MorP,TOmOyaYalllautP,

KeJ1 0dal

Kobc Universi呼1

孤 DC検 出器の潜在飛跡についての研究が新 しい段階

に進んでいる中、潜在飛跡 と検出感度 との関係を再度

明らかにする必要がある。今回の実験では 働線を照射

した検 出器 について多段階エ ッチング法を用いて

個々のエッチピット径の成長挙動を求めた。溶出厚の

関数 としてエ ッチピッ ト径をプロッ トしたピッ ト成

長曲線より、エ ンチピットの幾何学に基づいて、応答

関数、すなわち飛跡終点からの距離である残余飛程の

関数として表現 したエッチ率比を得た。入射エネルギ
ーによって応答関数に差異が確認 され、この問題につ

いて検討 し、ピットのプロファイルを計損」する意義に

ついて述べる。

セッション3 中 性子計測 I (座 長 :鶴回 隆 雄)

(05)原子核乾板による高エネルギー中性子計測

Measuremellt of high energy neutrons、 vth nuclear

emulsion

森島 邦博

名古屋大学物理 F研

Kunihiro 4ヽol■shima

F lab,Dep釘的■cnt ofPhysics,Nagoya Universiけ

産業技術総合研究所の 14 McV中 性子ビームラインに

おいて原子核乾板 OPERAフ ィルムに中性子を照射 し、

自動飛跡読み取 り装置 S―UTSに よる中性子計測を試

みた。14 McV中性子による反眺陽子の飛程は l nll■l以

上であるため、厚 さ300ミ クロンの OPERAフ ィルム

を数枚重ねた状態で真空パ ックして垂直に中性子を

照射 した。現像後、各フィルムの全飛跡情報を読み出

して 3次 元飛跡再構成を行い、反跳陽子飛跡の選別を

行った。本講演では、反跳陽子選別方法とその飛跡情

報についての報告を行 う。

招待議演 1 (座 長 :鶴田 隆 雄)

(06:招待講演)原 子核乾板の技術革新と新たな応用

Recent lnllovation oF Nuclear Emulsion Film and lts

New APPlication

(56)                                    ―

青木 茂樹

神戸大学 人間発達環境学研究科

Shigeki Aoki

Graduatc School of Human Dcvclopmcnt and Environment,

Kobc Un市 crsl呼

ニュー トリノや クォー クな どの素粒 子研究の分野に

おいて、日本のエマルション (原子核乾板)グ ループ

は世界に先駆 けて飛跡の全 自動高速読み取 り装置を

実現 し、大統計の素粒子実験においても 1ドm以 下の

空間分解能を有す る二次元飛跡検出器 とい う特徴を

活か して、タウニュー トリノ反応の直接検出さらには

ニュー トリノ振動の出現実験による検証などの成果

を挙げている。これ らの実験を実現するために行つた

技術革新を概説す るとともに、その結果可能 となって

きた宇宙ガンマ線望遠鏡 などの新たな応用を紹介す

る。

セッション4 検 出器基礎  (座 長 i藤 井 正 美)

(07)イ オン照射 した CR 39回 体飛跡検出器の表面特

性評価

A study on some surFace properties ofion― irradiated

C陣 39 track detectors

O前 田佑介 ち森 豊
1,山

内知也
1,」ヽ

田啓二 1,小
西輝

昭
2,安

田仲宏
2,蔵

岡孝治
1

神戸大学
1,放

医研
2

Yllsukc MaedP,挽 ttta MOrP,TomOya YamauchF,Ke〕

Odal,Tenlakt Konishi2,

Nttahiro Yasuda2,Koli IClllaokal

Kobe Univcrs15 1,NIRS2

イオン照射 した CR 39回 体飛跡検出器は内部にとド

ロキシル基が形成されることが確認されてお り、この

親水性を持つ官能基の増力]がエ ッチング特性を支配

していると考えられている。本研究ではイオン照射し

た CR 39表 面に滴下した水液滴の接触角を測定し照

射前後の CR‐39表 面の親水性変化を系統的に評価し

た。また、X線 照射による試料表面の組織変化を光電

子分光分析により求めた。ほとんどの線種において接

触角は照射によって未照射の値である 70度 から小さ

くなったが、protonを照射 した場合 1×10B lons/cm2

において接触角が 89度 にまで大きくなった。

(08)営総 C飛 跡検出器におよぼす高エネルギー炭素イ

オン照射効果

Irradiation effects of high energy carbon lon on PAl)C

track detectors

O森 豊 ち金崎真聡 L前 田佑介
1,山内知也 1,

小田啓二 1,小
平 聡

2,小
西輝昭

2,安
田仲宏

2

神大院海事
11放

医研
2

Y■ltaka Mo五
1,Masato Kanas湖

くiI,Yusukc Macdal,Tollloya
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Yalnauchil,Kc可1 0dal,

Satoshi Kodaila2,Tclllaki Konishi2,Nakallilo Y■sud♂

Kobc Univcrsi呼1,NIRS2

これまで営SC薄 膜に6 McV/11以下のイオンを照射 し

た研究で、1,000 keV/丹m付 近の阻止能領域で P4DC内

の損傷の放射線化学収率 (G値 )が 最も低くなるとい

う特異な傾向を見出した。また、カーボネー トエステ

ル結合の実効的 トラックコア半径においても 1,000

kcV/μm前 後の阻止能僚域で違 う傾向を得た。次の課

題として、電荷の異なる同じ阻止能を持ったイオンの

応答特性がどうなるのかとい う新 しい問題が提起 さ

れていた。そこで本年度新たに、135 MeV/nの炭素イ

オン照射をおこなつた。現在までに得 られている一連

の結果 と合わせて報告する。

(09)イオン照射 した 弘DC検 出器中に生成するフリ
ーラジカルのESR分 光分析

A study on the free radicalsin PAI)C detector ixlduced

by ttn beams using ESR spectroHlet呼

○市村紘資
1,森

豊
1,前

田佑介
1,金

崎真聡
1,山

内知

也
1,刀ヽ

日啓二 1,

小平 聡
2,小

西輝昭
2,安

田仲宏
2

神大海事
1,放

医研
2

Kosuke lchimtlral,Ylltaka Moril,Yllsukc Macdal,Masato

KallasakP,TOmOya Yamaucllll,KeJ1 0dP,

Satoshi Kodaira2,Tcruaki Konishi2,Nakalliro Yasudr

Kobc Univ l,NIRS2

孤 DC中 イオン トランクの構造とその形成機構を知る

ために、プロ トン及び Cイ オンを照射 し、試料中に生

成するフリーラジカルを電子スピン共鳴 (ESR)分 光

法によつて評価 した。フリーラジカルの存在を示す

ESRス ペク トルが得られたが、そのシグナルは時間と

ともに減哀 し、減哀速度は試料厚 さに依存することも

確認 した。ロー レンツ線形を用いたフィッティングの

結果、プロ トンとCイ オン照射によつて生成するラジ

カル種に違いがみられた。赤外線分光分析に基づく分

析結果と文献により、生成 したラジカルの帰属を試み

た。

(10)二酸化炭素を吸蔵 させた 宮通 C検 出器の特性評

価

Characterisjcs of PA工 )C detectors with the carbon

dioxide treatments

O深 尾裕亮
1,金

崎真聡
1,森

豊
1,山

内知也
1,小

日啓

二 1,刀ヽ
西輝昭

2,安
田仲宏

2

神戸大学
1,放

医研
2

11tr04kt Fllkaol,Masato Kallasakll,Ylltaka MorP,

Tomoya YamauchP,Kelli odが,

Tcl■l』(l Konlshi2,Nakalliro Yasuda2

Kobc Ullivcrsiけ1,NIRS2

照射後の二酸化炭素処理によって臥 DC検 出器の感度

が飛躍的に向上することが藤井先生 らにより報告 さ

れてから既に 15年 近 く経過 した。我々も数年前より

同効果についての研究に着手 し、エッチング時におけ

る検出器内に吸蔵 された二酸化炭索の溶液側への放

出過程が、検出感度の向上と関係 していることを明ら

かにした。本研究では種々のイオン照射条件における

増感効果を確認するとともに、PADC中 の二酸化炭素

の拡散挙動を理解するため、異なる水温での拡散係数

を求め、拡散の活性化エネルギーを評価 した。

(11)多層構造ラジエータを用ぃた中性子線量計 レスポ

ンスの制御

Control Technique of Personal Dosemeter ResPorlse lo

First Neutrons with Multi― Layer Radiator

O梶 原指司
1,」ヽ

国啓二 1,早
野大介

1,大田裕之 2,

山内知也 1,山
本幸佳

2

神戸大院海事
1、

千代田テクノル大洗研
2

1CA」IHARA,Ml,ODA,Kl,HAttANO,Dl,OHGUCHI,

H2,YAWIAUCHI,Tl,■ をヽMAMOTO,T2

Graduatc School ofMaritil■c Scicnccs,Kobe Universifyl,

Oarai Rcscarch CcntcL Chiyoda Tccllllol Co 2
-般 に、中性子はラジエータ中の水素との弾性散乱に

よつて発生する反眺陽子を利用 して、問接的に検出さ

れる。弾性散乱断面積及び個人線量当量換算係数は、

エネルギーと共に大きく変化するため、検出器 とラジ

エータで構成 されている通常の中性子線量計はエネ

ルギー依存性を有 している。本研究では、Unfolding

法を用いて求めた水索原子密度分布より、多層構造ラ

ジエータの設計を行 うことで、線量計 レスポンスの制

御を試みた。エネルギー分害!数を 10、ラジエータ層の

分害1数を20に した場合、感度の偏差を546。以下に抑

えることができた。

公開議演  (座 長 :藤井 正 美)

(12)マリー ・キュリーの考えたこと

On the great life of Marie Curie

山内 知也

神戸大学海事科学研究科

Tomoya Yalllallchi

Gradllate School oF江ヽalitime Sciences,Kobe Universt呼

今年はユネスコと国際純正 ・応用科学連合が主催する

世界化学年であり、マ リー ・キュリーが2回 目のノー

ベル賞を受賞して 100年目の年にあたる。マ リー ・キ

ュリーが活躍 した時代を、エーヴ ・キュリーやスーザ

ン ・クインによる伝記、あるいはその時代の音楽や後

年のハ リウンド映画の映像も含めて振 り返る。新元素

と放射能の発見、核化学の創始を成 し遂げた彼女の足

(57)



跡を、同時代の女性科学者 との比較を通 じて訪ねる。

招待講演2 (座 長 :山内 知 也)

(13)レ
ーザー駆動粒子加速研究における団体飛跡検出

器の利用と課題

Applications and challenges of PAI)C nuclear track

detectors in laser‐driveIB Particle acceleration

exPeriments

福田 祐仁

日本原子力研究開発機構 関西光科学研究所

YuJi FldQda

Kallstt Photon ScLnce lnstittte(KPSI),Japan Atomic

Encrgy Agency(JAEA)

団体飛跡検出器 CR‐39は 、レーザープラズマなどの電

子線や X線 が混在する場においても、イオンビームの

みを選択的に検出可能とい う優れた特性を有する。し

かし、阻止能が CR 39の 検出限界を超える高エネルギ
ーイオンビームの検出は不可能 となるため、数枚の

CR‐39を束ねたスタックを用いる、後方散乱粒子を検

出する、などの工夫がおこなわれている。また、真空

効果とよばれる感度低下が指摘されてお り、イオンエ

ネルギーやイオン種の同定などにおいて注意が必要

である。講演では、レーザー駆動粒子加速研究におけ

るCR 39の利用と課題について、原子力機構関西研の

事例を中心に紹介する。

セッション5 中 性子計損J II (座長 :山内 知 也)

(14)C降39の異なる中性子エネルギーに対する応答特

性

ResPonSe propertt Of CR 39 1o various energy neutrons

O薮 田和利
1.2,田

村昌也 1,納
冨昭弘

3〕
鶴田隆雄

3,

伊藤哲夫
3

近畿大学大学院医学研究科
1,関

西労災病院
2,

近畿大学原子力研究所
3

Kazlltoshi Yabuta'2,MaSaya Tamural,Akihiro Nohtollu3,

Takao Tsurutr,Tctsuo ltou3

D c p a r t m e n t  o f  R a d i a t i o n  O n c o 1 0 gェK iよi  U n i v  l ,

D c p a r t m e n t  o f  R a d i o l o g y . K a n s a i  R o s a i  H o s p i t a 1 2 ,

Atomic Rcscarch lnstitution,Kl血 Univ 3

フクビ化学社製 Baryotrak、エネルギー特性の異なる

TD l、TNF-1、と山本光学社製 C降39、カルボラン含

有 CR 39の 5種 についてラジエータを兼ねた loo μn

のラミネーターでそれ らを固定し、産業技術総合研究

所放射能中性子標準研究室において単色エネルギー

の中性子照射を行い、エネルギー応答特性を評価 した。

それぞれ種類の異なる検出器における応答特性はい

ずれも l Mevか ら5 McVの 間に最も大きくなる傾向

を示 し、それ以上のエネルギーでいずれも低下した。

低LETに 対する反応特性が改善されたTD‐1,TNF lで

はその応答の振れ幅は小さかった。

以上のように2件 の招待議演 と1件の公開読演を含

めて、全体で 14件の発表があつた。

宇宙放射線に関する講演が全て中止になったので、

飛跡検出器の応用 としては中性子計測がその主要な

ものになっているが、ラジエーターの層構造を上夫す

る手法についてはほば最終的な段階に到達 している

と言えるような進展が見られた。また、一般的な病院

の放射線治療の現場において中性子線の精密な計測

が必要になっていることが示された。そこでの CR 39

をは じめとする国体飛跡検出器の適切な利用Jが望ま

れる。

招待講演をお願い した神戸大学の青木先生からは、

原子核乾板に関する初期の歴史も含めた興味深いお

話を聞くことができた。原子核乾板を用いた中性子計

担1についての研究報告は、乾板の実力を見せつけるも

のであった。報告者に乾板を使った経験がないことが

逆に影響 しているのかも知れないが、これ らは検出原

理としては姉妹関係にあり、今後とも継続 して団体飛

跡検出器 と原子核乾板 との交流の場を持ちたいと考

えている。

もうひ とつの招待講演は超高強度 レーザーによる

粒子線加速に関するものであり、関西光研究所の福田

先生におFFrいしたものであったが、初学者にも分か り

やすい導入 と同研究所における最新の成果が紹介 さ

れた。そこでは複雑なスペク トルを持ったイオンと電

子、X線 の混在場が測定の対象 となってお り、正に

CR 39が 得意とする分野であることが示された。後方

散乱線を用いたビームプロファイルの計測はその一

例である。

潜在飛跡構造に関する発表が全体のほぼ半数を占

めた。PADCだ けでなくPETや ポリイミド樹脂につい

ての研究も進んでお り、エッチング可能な潜在飛跡形

成の関値を、それぞれの分子構造との関係で議論でき

る水準にようや く到達 したと言える。この段階をクリ

アした後には、飛跡検出器を分子設計する段階が待ち

構えている。潜在飛跡の研究手法としては、従来の赤

外線分光 (F「IR)と ともに、電子スピン共鳴 (ESR)

や X線 光電子分光 (XPS)、液滴の接触角が活用され

るようになってお り、潜在飛跡の構造がより具体的な

ものとして理解されつつある。二酸化炭素吸蔵による

感度制御やエ ッチピッ トの形状か ら感度を深 さ方向

の関数 として評価する研究についての報告もあった。

今回の研究会の新 しい試みとして、一般からの参加

を受け入れる公開講演を設けた。2011年は、マ リー ・

キュリーが 2回 目のノーベル賞 (化学賞)を 受賞 して
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100周年である。これを記念 して 「マ リー ・キュリー

の考えたことJを テーマとした。実際に参加 した聴衆

の大半は神戸大学の教員であつたが、高校生の姿も見

られた。世界的には国連の呼びかけに IUPACが 応え

て 「世界化学年 201lJが祝われているが、本国体飛跡

検出器研究会も 「世界化学年」の正式事業として登録

した。

参照 :

hip:〃、v、vw Chemistrt201l ofgpalticipatc/activitics/show?i

d=415

以上
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